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第１回 小平市文化スポーツ推進計画検討委員会 

日  時 令和４年６月２９日（水）午前９時３０分から午前 11 時３０分まで 

場  所 小平市役所６階大会議室 

出  席 
委員：１５名（うち公募市民６名） 欠席１名 

傍聴者：０名 

 

【次第】 

１ 開 会 

２ 委員・事務局等紹介 

３ 委員長・副委員長の選出 

４ 小平市文化スポーツ推進計画の策定について 

（1） 計画策定の基本方針について 

（2） 全体スケジュールについて 

（3） 各分野の現状と課題について 

（4） 計画の方向性について 

（5） 実態調査アンケートについて  

５ 事務連絡 

６ 閉 会 

 

【配布資料】 

１ 小平市文化スポーツ推進計画検討委員会委員名簿（資料１） 

２ 小平市文化スポーツ推進計画検討委員会設置要綱（資料２） 

３ 小平市文化スポーツ推進計画策定の基本方針について（資料３） 

４ 全体スケジュール（資料４） 

５ 小平市の文化芸術及びスポーツ分野の現状と課題（資料５－１） 

６ 国、東京都の動向（資料５－２） 

７ 小平市文化スポーツ推進計画の方向性（案）（資料６－１） 

８ 計画の構成（案）（資料６－２） 

９ 計画の構成（案）について（資料６－３） 

１０ 小平市の文化芸術・スポーツに関するアンケート（案）（資料７） 
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【議事】 

１ 開会 

事務局（文化スポーツ課）から小平市文化スポーツ推進計画検討委員会に係る運

営事項に関して、委員の了承を得たい事項３点（傍聴、議事録作成のための会議内

容の録音及び議事録の公開）についての説明が行われ了承された。 

事務局から配布資料の確認等が行われた。 

２ 委員・事務局等紹介 

各委員から自己紹介が行われた。 

３ 委員長・副委員長の選出 

委員長が選出された。 

副委員長が選出された。 

４ 小平市文化スポーツ推進計画の策定について 

（1） 計画策定の基本方針について 

事務局      （資料３について説明） 

委員長 庁内調整会議の関係各課とはどこか。 

事務局 政策課、文化スポーツ課、市民協働・男女参画推進課、産業振興

課、地域包括ケア推進担当、障がい者支援課、水と緑と公園課、

地域学習支援課が庁内調整会議の委員になっている。 

委員 10 年間という計画期間は長いと感じるがその理由は。 

事務局 市の長期総合計画の計画期間に合わせて１０年間としている。 

（２）全体スケジュールについて 

事務局 （資料４について説明） 

委員 第３回、第４回の委員会の日程も早めに決定してほしい。 

事務局 調整して各委員に案内する。 

委員長 パブリックコメントはどのくらいの期間で実施するのか。 

事務局 詳細は未定のため、決定次第、各委員に案内する。 

（３）各分野の現状と課題について 

事務局 （資料５－１、５―２について説明） 

委員 なぜ文化分野とスポーツ分野の方針を統合するのか。 

事務局 長期総合計画に掲げられているひとづくりについて、両分野で連

携して取り組んでいくことを考え、統合することとしている。 

委員 庁内の連携を密にとり、現場の実態に即して実行される計画とな

ってほしい。 

委員 資料 5-1 の現状と課題はどのように取りまとめられたのか。 

事務局 現行の方針に基づいて、これまで実施してきた事業等の進捗を
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基に担当課としてとりまとめた。庁内の視点のみで作成したもの

となっているため、本委員会では、各委員の立場から不足してい

る点等についてご議論いただきたい。 

委員 地域の資源や文化を活用してまちづくりにつなげていくための計

画になるとよい。 

委員長 国や東京都と議論していくための考え方も整理された計画にな

るとよい。 

（４）計画の方向性について 

事務局 （資料６－１、６－２、６－３について説明） 

委員 基本目標のボックスは４つあるが、この数は決まっているというこ

とか。 

事務局 決まっているものではない。今後の議論の中でどういった目標を

掲げられるかを検討していきたい。 

委員 この委員会には成果として何が求められているのか。 

事務局 ４回の委員会で、計画を策定していく。資料４に示したそれぞれ

のタイミングでご意見をいただきたいと考えている。ご意見を基

に計画素案を作成していく。 

委員 障がい者への取組は行っているのか。 

事務局 スポーツ推進委員と連携して、だれもがスポーツを楽しめる「ニ

ュースポーツデー」を実施している。市内の事業者が実施してい

る車いすテニス体験会の広報の支援も行っている。 

委員 障がいの有無に関わらずだれもがスポーツや文化に親しめるよ

う、市がサポートできる体制があるとよい。 

 計画の完成にむけて本委員会はどのようなかかわり方をするの

か。 

事務局 第３回委員会でパブリックコメント前の計画素案についてご議論

いただき、第４回委員会で計画案について意見交換をしていた

だくことを考えている。 

委員 計画として総合的になりすぎないように、具体的な取組に優先度

をつけるといった工夫が必要になると考えている。 

委員 市内在住の外国人は交流の機会を望んでいる。また、日本のポ

ップカルチャーへの関心も高い。外国人は来訪者ではなく生活者

であるという考え方が重要になると考えている。 

委員 部活動の地域移行化は国でも重点的に推進されていくことから、

本計画にも明確に位置付けるべきだろう。今後は特に保護者の

受益者負担の考え方や指導者の育成が重要な点になるだろう。 

委員 若者が積極的に活動していくことで、地域が活性化していくと考
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えている。地域で活動していくための情報に十分に接する機会が

ないため、情報発信は重要な点だと感じている。 

委員 ボッチャなど高齢者も楽しめる取組はフレイル予防にもつながる。

健康増進につながる視点も重要になるだろう。 

委員 東京都が掲げるスポーツ実施率 70％の達成を小平市も目指す

としたら、身近な場所でスポーツができる環境を充実していくこ

とが重要になるだろう。やりたいと思っていて実施できていない

市民にアプローチしていけるとよいのではないか。 

委員 フレイル予防は地域包括ケアを推進していく中で取り組んでいる。

子どもが福祉分野の取組を体験するなど、多世代の交流や理解

促進も重要だと感じている。本計画においては、文化とスポーツ

を通した人と人のつながりがポイントになるのではないか。 

委員 ひとづくりが共通の理念になることをふまえ、年齢や性別、障が

いの有無等にかかわらず誰もが文化芸術やスポーツに親しめる

施策が重要だと考えている。また、貧困家庭の子どもが文化やス

ポーツを通して豊かな人生を送ることも重要な視点ではないか。 

 また、ＦＣ東京といったトップスポーツとの連携を強化することも

重要だと考えている。豊かな地域の資源を積極的に活用していく

計画になるとよい。 

委員 学校においては、教員の異動で部活動の内容の充実度が一変し

てしまうことがある。部活動の地域移行も制度だけでなく、学校、

人の地域の関わりを大事にしながら、また、小学校から大学まで

の連携を意識して推進していけるとよいのではないか。 

委員 市民のだれもがスポーツに親しむことができるような施策を引き

続き掲げていけるとよい。行政は多様な主体をつなぐ窓口の役

割を一層強化していけるとよいのではないか。 

委員 ひとづくりには、対面とオンラインの使い分けも重要になるだろう。

コロナ禍の影響で、あらためて身近な場所で活動する市民の意

識も変化してきたように感じている。 

副委員長 体育協会ではこれまでも学校の部活動に対し、指導者の紹介・

派遣などの活動を行い、地域との連携を図り、人材の育成・活用

に取り組んできた。障がい者スポーツについては、年１回の“市民

スポーツまつり”を通じ、市民が障がいスポーツにふれる機会を

提供してきた。引き続き、関係者で連携・協働に図り取り組んで

いきたい。また、今後も身近な場所でスポーツに親しむことがで

きる環境を充実していくとともに、ソフトとハード両面からの取り

組みを推進していきたいと考えている。 

委員長 ソフトとハード両面から、官民が連携して施策を推進していくこと



5 

が重要になるだろう。市内の豊かな自然環境や地域の資源をど

のように活用していくかも大事な視点になるだろう。 

（５）実態調査アンケートについて 

事務局 （資料７について説明） 

ご意見がある方は７月４日（月）までに事務局にご連絡いただきた

い。 

 小中学生に対しては、基本的に市民向けの調査項目を抜粋する

かたちで、９月頃に実施することを想定している。 

５ 事務連絡   （事務局から連絡事項について説明） 

６ 閉会 

 以上 


